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中学校部活動の地域移行について 

 

 

１ 国の動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 他市の状況（国委託実証事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 課題 

  ・ 地域人材を確保、マッチングする仕組みの構築 

  ・ 生徒・教師にとって望ましい持続可能な運営団体の確保 

  ・ 多種目への広がり 

【大東市】 

『地域の高校・大学との連携による剣道の発展』 

（概要） 

・実施形態…全８中学校を２ブロックの拠点

校方式 

・種目…剣道 

・指導者…剣道教室指導者や地元高校・大学

等と合同練習 

【豊中市】 

『地域スポーツ団体と部活動の連携』 

（概要） 

・実施形態…１中学校のみ 

・種目…ラグビー 

・指導者…豊中市ラグビーユニオンが派遣 

資料５ 
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３ 本市における部活動地域移行の状況 

 ○ 方向性 

  ・ 生徒が目的、めざす目標、力量等に応じて、選択する。 

（活動目的に応じた多様な活動の場への参加） 

  ・ 地域クラブは、原稿部活動と同じ活動環境とする。生徒個人にかかる経費は学校部活動

と同程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ Ｒ５年度試行実施 

  ・ 長野中学校   女子卓球部 

            市内卓球教室指導者 

  ・ 美加の台中学校 吹奏楽部 

            河内長野吹奏楽団「ブルーウィンズ」 

  ※ 部活動指導員が技術指導を中心に行う 

  ※ 教員がこれまで行っていた中学生に対する生徒指導、支援の仕方を部活動指導員が受け継

ぎ、地域人材（部活動指導員）だけで指導等を行う方向で進める。 

R5 R6 R7 

中学校 運動部 1 クラブ 

文化部 1 クラブ で試行 

７中学校区 1 クラブ 

で試行 

R6年度の 

学校部活の種目等で展開 

完全実施を視野に実証研究 
（担当者配置…R５：学校教育部局 R6：学校教育部局とスポーツ部局の連携強化 R７ 文化・スポーツ部局） 


